








はここに付属の計測用マイクを接
続する．図18は音場測定のブロッ
クダイヤグラムで，ワーブルトー
ンを発生してスピーカーから出し，
それを聴取位置に置いたマイクで

拾い，増幅してからA/D変換して，
アナライザーで周波数分析を行う．

2002年には74バンドの第2世代
機DG-38（税別65万円）が登場し
た．5年の間にデバイスもハードや
ソフト技術も進歩したため回路が
一新され，機能も性能も大進化し
た．ディスプレイはモノクロ液晶か
らタッチパネル式カラー液晶になっ
て，付属のスタイラスペンで画面
に目標カーブを描いたり，画面にキ
ーボードを表示してスタイラスペン
で文字入力することが可能になっ
た．またデータメモリーも，4パタ
ーンから20パターンに増えた．

2007年には80バンドの第3世代
機DG-48（写真20）が登場した．

その大きな特徴は，A/DとD/A
変換回路を標準搭載してアナログ
入出力端子を装備し，オプション
スロットを廃止した点である．デ
ィスプレイには応答の速いTFTカ
ラー液晶と，タッチ感触の良いガ
ラスタッチパネルが採用され，ア
ナライザーのLR同時表示，画面
拡大機能の新設など使い勝手の面
でもさらに進化した．詳細は2011
年11月号84ページを参照してい
ただきたい．
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1973年に登場したAM/FMチ

ューナー T-100と，翌年のFM専
用機T-101はバリコン同調式であ
るが，写真21のT-104以降は，す
べてデジタルシンセサイザー方式
と呼ばれるバラクターダイオード同

［写真16］　1999年12月に発売された初のデジタルチャンネル
デバイダー DF-35（税別70万円）．192kHz/24ビットPCMと
DSDに対応．最大96dB/octの減衰特性で，1cm単位の信号遅
延機能を装備．デバイダーユニットの増設で4ウエイまで可能だ

［写真17］　2005年8月に発売された第2世代機DF-45（税
別70万円）．カットオフ周波数を59ポイント内蔵し，4ウエイの
デバイダーユニットを標準装備して増設スロットを廃止．最大
96dB/octの減衰特性で，1cm単位の信号遅延機能を装備

［写真18］　2011年1月に発売された第3世代機DF-55の内部
（税別75万円）．DF-45と同様に複数台使用して5ウエイ以上
にも対応でき，演算精度の向上で5mm単位の信号遅延が可能
だ．モノーラルモードが加わってLR独立使用も可能になった

［写真19］　1996年10月の全日本オーデ
ィオフェアで注目された，自動音場補正機
能付きデジタルグラフィックイコライザー
DG-28の内部．（1997年5月発売，税別
53万円）．ディスプレイはモノクロ液晶でリ
アに4つの拡張スロットを装備

［写真20］　DG-38の後継となる第3世
代 機DG-48（2007年12月発 売，税 別
75万円）．ディスプレイは高速応答のTFT
カラー液晶．A/D変換とD/A変換回路が
標準搭載されてアナログ入出力端子が付
き，リアパネルから拡張スロットが省かれた
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［図18］　DGシリーズの
音場測定ブロック図
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調方式になった．同調回路の制御
方式がデジタル化されたのである．

2005年になると，ステレオ復調
回路と局部発振回路にデジタル信
号処理を導入した，デジタル出力
付きFMチューナーT-1000（写真
22）が登場して受信性能や音質が

飛躍的に改善されたが，2010年に
なると図19のように，RF回路の
みアナログで，IF回路以降をすべ
てデジタル化して新機能を装備し，
受信性能や音質をさらに高めた
T-1100（写真23）が発売された．
その受信性能と音質は画期的で，

取材時にCDプレーヤーのアナロ
グ出力信号をFM送信機で飛ばし，
それをT-1100で受信した再生信
号と，CDプレーヤーの直接出力を
比較したが，その音質は僅差で，
チューナーの存在を感じさせない
レベルまで音質完成度が高まって
いる点に驚いた．詳細は2011年1
月号129ページを参照していただ
きたい．

【取材協力】
アキュフェーズ株式会社
社長：齋藤重正氏，副社長：伊藤英晴氏，
専務取締役：鈴木雅臣氏

【資料提供】
●アキュフェーズ提供資料群
※写真2はMJ編集部，タイトル写真と写真
1，4〜7，9〜18，20〜23はアキュフェー
ズ提供

［写真21］　アキュフェーズ初のデジタルシンセサイザー式アナロ
グFMチューナーT-104（1978年10月発売，物品税込25万円）．
回転ツマミ式手動チューニングとワンタッチメモリーチューニングを
装備．ニッカド電池でSRAMをバックアップ

［写真23］　局部発振回路とIF回路以降の信号系をすべてデジ
タル化し，ソフトウエア処理で受信性能と音質を飛躍的に改善し
たFMチューナーT-1100の内部（2010年9月発売，税別33万
円）．IF回路のデジタル化により部品点数が激減した

［写真22］　局部発振回路とステレオ復調回路にデジタル信号
処理方式を導入し，アナログ出力以外にデジタル出力も装備した
FMチューナーT-1000の内部（2005年7月発売，税別28万
円）．IF回路がアナログ信号処理なので部品点数が多い
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［図19］　T-1100の信号系ブロック図
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